
/   

 

 

議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 2 年 10 月 21 日（水） 自 14：00 ～ 至 15：00 

出 

席 

者 

須崎市建設課 5 名 

須崎市環境保全課 2 名 

須崎市農林水産課 1 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 6 名 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 須崎市 

資 

料 

・令和 2 年 9 月度モニタリング定例会資料（CPS） 

 

 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 2 年 9 月度モニタリング定例会 

1.須崎市及び CPS の出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 

①9 月度に確認すべきチェックリストの項番を確認した。 

 

3.経営に関する業務 

①9 月度の財務状況を確認した。 

②新型コロナウイルス及びインフルエンザ対策実施状況の報告を受けた。 

③CPS コンプライアンスマニュアル（案）を作成し、社内勉強会を開催したとの報告を受けた。 

⇒ 参考資料として、コンプライアンスマニュアル（案）を受領した。 

④終末処理場勤務社員を対象に、緊急時対応フローの確認と津波発生を想定した避難訓練を実施 

 したとの報告を受けた。 

⇒ ②、③、④の報告を確認し、大雨、地震、津波等の発生時における市災害対策本部設置 

に合わせ、CPS 側も緊急時の体制を整えるよう依頼した。 

 

4.汚水管渠 

①9 月度は、日降水量 100mm 以上の大雨を目安とした巡視を、9/11 と 9/25 の 2 回実施し、道路陥 

没リスク対象路線のうち、道路に段差ができて水溜まりが目立つ箇所を要経過観察路線とした 

 との報告を受けた。またマンホール内部の巡視・点検では、わずかであるが砂やモルタルが堆 

積している路線があったとの報告を受けた。 

（次項へ続く） 



/   

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

 

⇒ ①の報告を確認した。添付の画像を確認したところ、汚水にしてはきれいな水が流れてい 

るように見受けられたため、5-11-4a 路線では不明水流入の可能性があるので、11 月に実施 

予定の TV カメラ調査時に不明水の確認するよう依頼した。 

 

5.終末処理場 

①8 月度モニタリング定例会で作成するよう依頼していた「汚水流入量と降水量の二軸グラフ」に 

 より、流入水量が、降水量の影響を受け増加していることを確認した。 

②放流水質は、全項目で目標値を満足していることを確認した。 

③修繕が必要と報告されていた土壌脱臭ファンの修繕を、準備しているとの報告を受けた。 

⇒ ③の報告を確認した。 

 

6.クリーンセンター横浪 

①9/29 に発生したリサイクルプラザ破砕機内部の火災について、現場確認の説明を受け、消防の 

現場検証の結果、現時点では発火性危険物（リチウム電池等）の混入が出火原因の可能性があ 

るとの報告を受けた。 

⇒ 環境保全課からも同様の説明があり、合わせて建屋・設備の被害調査と場内の大気調査を 

実施し、今後のごみ処理方法とスケジュール等が決まり次第、定例会メンバー間で情報共 

有する旨を環境保全課から説明した。 

②浸出水処理施設の放流水質は、全項目について基準値を満足していることを確認した。 

③修繕を推奨していたろ過原水ポンプを更新したとの報告を受けた。 

⇒ ③の報告を確認した。 

 

7.漁業集落排水処理施設 

①9 月度の保守点検結果を確認した。 

②中ノ島地区浄化槽の移行管修繕について、10/2 に農林水産課と日本化工（株）との三者協議を 

 行い、日本化工（株）から追加資料及び修繕内容が示されたため、修繕を実施することを確認 

 した。 

 

8.雨水ポンプ場 

①9 月度の保守点検結果を確認した。 

②修繕推奨リストに追加された終末処理場内雨水ポンプ場 No.4 エンジンの不具合を確認した。 

⇒ 現在もエンジンの不具合か所の調査を継続中である。 

 

9.その他連絡事項 

①令和 3 年 1 月に高知大学、高知県等が共催する下水道シンポジウムの WEB 開催が予定されて 

 おり、CPS サイドから見たコンセッション事業の事例発表を依頼した。 

②次回定例会の日程調整を実施した。 

（以上） 

 

 



 

 

須崎市公共下水道施設等運営事業 

モニタリング定例会資料 

(令和 2年 9月度) 

 

 

 

 

 

令和 2年 10月 21日 

 株式会社クリンパートナーズ須崎 
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1 出席者 

団体 所属 出席者 

須 崎 市 

建設課 ５名 

環境保全課 ２名 

農林水産課 １名 

株式会社クリンパートナーズ須崎

（CPS） 

取締役 １名 

企画管理部 

調査計画部 
２名 

施設管理部 ３名 

 

2 開催場所、日時 

場所：須崎市役所 会議室 

日時：令和 2 年 10 月 21 日（水）14 時～ 
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3 セルフモニタリングについて 

今月の CPS によるセルフモニタリングは、主に以下の内容について行った。 

（9 月度の確認チェックリストは末尾に添付） 

また、10/13 に行ったセルフモニタリングにおける主な確認内容を次項以降に記載した。 

表 3-1 セルフモニタリング確認表（R2 年 9 月度） 

 

種別 項目 9月度確認チェックリスト項番

財務状況 1-6、1-7、1-8

内部統制 1-11、1-13、1-14

情報公開 1-16

リスク管理 2-3

汚水管渠維持管理 2-13

終末処理場 終-4、終-5、終-6、終-7、終-8、終-10

漁集処理場 漁-1、漁-2、漁-3、漁-4、漁-5、漁-10

クリーンセンター横浪 CC-4、CC-5、CC-6、CC-7、CC-9

雨水ポンプ場 雨P-1、雨P-2、雨P-6、雨P-7、雨Ｐ-8、雨P-11

附帯、任意 9月度該当なし 同左

経営

維持管理
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4 経営のモニタリング結果（令和 2 年 9 月度） 

 

4.1 財務管理 

1) 収支結果（令和 2 年 9 月度） 

・9 月度の単月収支実績としては、収入－支出＝2,658 千円※となった。 

・第二四半期まで（4 月～9 月）の累計収支は、約 1,226,000 円となっている。 

※年 4 回分割振込の利用料金における 6 月～8 月分の 3 ヶ月分が 9 月計上。 

 

4.2 内部統制 

1) CPS の新型コロナウィルス対策 

CPS が行っている主な新型コロナウィルス対策としては以下の通りである。 

なお、冬場のインフルエンザ対策についてもほぼ同様の内容となるため、継続して対策を行

うものとする。 

・維持管理を担う社員の居室を 1F と 2F に分けて感染リスクを分散する。 

・ミーティング時には社員間の距離を確保する。 

・居室入り口に消毒液を設置し小まめに使用する。 

・フェイスシールドをマンホール内点検時、処理場点検時に装着する。 

・現場では熱中症発生も予想されるため、屋外で人との十分な距離を確保でき、下水、ごみ

等に直接対峙しない場合には、適宜マスクを外し休憩することで熱中症予防対策とする。 

 

2) 法令順守 

・現段階において法令に違反するような事項は確認されていない。（特に就業表にて労基法

違反等がないか確認） 

 

3) コンプライアンス勉強会について 

・ＣＰＳとしてのコンプライアンスマニュアル（案）を作成し、9 月 24 日に終末処理場勤

務の社員を対象に、第 1 回の勉強会を行った。マニュアルは、1.コンプライアンスの基本

的事項、2.独占禁止法、3.労働基準法順守、4.下請法順守、5.著作権法で構成されており、

第 1 回は、1.コンプライアンスの基本的事項について習熟した。 

・9 月末にクリーンセンター横浪の勤務社員の勉強会も予定していたが、火災発生の影響

により延期となった。 

 

4) 災害時等の緊急時対応フローの確認 

・9 月 24 日に終末処理場の勤務社員を対象に、大雨、地震、津波時等の対応フローの再確

認と津波予想時の避難訓練を行った。以下に各フロー図と訓練時の写真を添付した。 
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フロー コメント/文書/担当

大雨・台風対応フロー

テレビ・ラジオ・インターネッ

ト等①気象情報入手

大雨・洪水注意報発令

第1配備：従業員参集待機
第2配備：従業員参集待機

巡回・警戒

第3配備：従業員招集

巡回・配置・警戒

大雨・洪水警報発令 市が災害対策本部設置

②気象情報入手

判断

緊急体制の解除

緊急対応報告書

通常運転

場内・ゲート・管路状況確認

注意報・警報継続

降雨状況の予測

注意報・警報解除

降雨状況の予測

市の災害対策本部の指揮

のもとに行動

施設管理部長

気象情報、ウェザーニュー

ス・気象庁ホームページ等

メーカー等へ

連絡
応急復旧作業

異常有り

復旧可能 復旧困難

故障程度判断

故障程度判断

異常無し

主要機器故障対応フロー

従業員

メーカー等

緊急体制を継続

①の対応

施設管理部長
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図 4-1 津波発生時避難訓練 
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図 4-2 津波発生時避難訓練 

 

 

4.3 情報公開 

・ホームページに過去の定例会の概要（議事録）、施設の維持管理状況（放流水質等）をア

ップしている。 
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5 維持管理のモニタリング結果（令和 2 年 9 月度） 

以下に、令和 2 年 9 月度における維持管理状況のモニタリング結果を示した。 

確認はチェックリストにより行い、確認資料の抜粋編を以下に記載した。 

※点検管理内容の詳細は、別添の各施設管理月報、日報資料参照 

 

5.1 汚水管渠 

汚水管渠の維持管理として、当面は主に、平成 29 年度に実施された汚水管渠劣化調査結果を基

に、以下の対象箇所の点検調査を優先的に行う。 

 

表 5-1 点検・調査集計表 

 

  

路線番号 管種・管径 延長 路線番号 管種・管径 延長 路線番号 管種・管径 延長 路線番号 管種・管径 延長 路線番号 管種・管径 延長

1-0-2 HP600 10.76 5-0-13 VU200 63.45 1-0-2 HP600 155.9 5-1-3 HP250 47.55 5-6-1-1 VU200 16.35

5-0-11 VU200 52.5 5-0-13 VU200 48.05 1-0-2 HP800 99.25 5-1-4 VU200 40.55 5-5-2 VU200 22.7

5-0-1bs VU200 24.9 5-0-1bs VU200 33.9 1-0-3 HP600 25.35 5-1-5 VU200 23.7 5-5-5 VU200 64.4

5-0-1ｃs VU200 29.95 5-6-1-1 VU200 48.95 1-0-3 VU600 28.7 5-1-6 VU200 142.45 5-5-7 VU200 37.8

5-1-2 HP250 64.55 5-6-3a VU200 23.05 5-0-1a VU300 56.1 5-1-1-1 VU200 78.15 5-5-8 VU200 39.9

5-0-2bS VU200 24.95 5-7-1ｂ VU200 96.95 5-0-1b VU300 60.05 5-1-4-1 VU200 64.35 5-5-9 VU200 33

5-0-2cS VU200 35.25 5-8-1 VU200 32.2 5-0-1c VU300 60.15 5-1-4-3 VU200 102.45 5-5-3-2 VU200 44.2

5-2-1-1a VU200 12.85 5-9-3 VU200 26.55 5-0-1d VU300 64.05 5-1-4-2 VU200 38.15 5-5-3-3 VU200 113.6

5-0-6-ｃＳ VU200 30.85 5-9-4 VU200 61.55 5-0-2a VU300 6.65 5-2-1 VU200 35 5-5-5-2 VU200 37.95

5-9-8-1 VU200 18.1 5-9-4-2 VU200 13.05 5-0-2b VU300 52.55 5-2-2 VU200 80.35

5-9-1-1 VU200 32.4 5-5-3 VU200 11.7 5-0-2c VU300 58.15 5-8-1 VU200 64.15

5-9-5-1-1a-1 VU200 33 5-5-4 VU200 13.55 5-0-3 VU250 38.05 5-4-1a-1 VU200 61.5

5-11-1 VU200 36.95 5-5-6 VU200 64.2 5-0-4 HP250 38.35

5-11-4a VU200 26.3 5-5-10c VU200 17.65

5-11-4ｂ VU200 25.7

5-11-3-1 VU200 30.6

5-5-10a VU200 18.35

5-5-3-1-1 VU200 33.85

5-5-3-4 VU200 10.85

5-5-4-1b VU200 17.5

570 555 743 778 410

※1：①、②は、H29年度実施の汚水管渠劣化調査結果より集計。

※2：③、④は、H30年度事業計画図書等より集計。

※3：延長は、人孔間延長を計上し、①～④で重なる部分は若い番号（優先度高）で計上。

①道路陥没リスク
③-1影響度の大きい管路

（幹線管渠）

③-2影響度の大きい管路

（県道下管渠）

④腐食環境下路線

（急勾配直下管渠）
②管渠閉塞リスク

延長計 延長計 延長計 延長計 延長計
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1) 大雨時の巡視 

・対象箇所 

 大雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、9 月度は、9 月 11 日（金）の日

降水量 178.0mm の降雨後の巡視および 9 月 24 日（火）から 25 日（水）にかけて、24 時間降水量

97.5mm の降雨があったため、25 日中に巡視を行った。（降水量は気象庁データを参照。） 

 

図 5-1 全体平面図 

・巡視結果（特記事項） 

降雨時における道路陥没リスクの高い箇所の巡視を行い、道路陥没の兆候は確認されなかった

ものの、ある程度道路が乾いた段階で巡視したため、道路の凹みが深い部分の水溜りが目立った。 

1-0-2 路線では、道路側溝の頂板と地表面に段差が見られた。 

5-0-6cS 路線は、管路直上と思われる部分に水溜りができている。5-11-4a 路線は、S244 人孔付

近の側溝に面した部分で水溜りができており、直近に陥没によると思われる補修跡があるため、

懸念箇所としてピックアップし、今後要経過観察とする。また、7 月度の報告と同様に道路陥没リ

スク対象路線以外でも路線上が大きな水溜りとなっている箇所があった。（5-5-10a-1 路線） 

  

・現地写真 

 巡視の代表地点の写真を次項に添付する。 

5-11-4a 路線 

陥没懸念箇所 

5-5-10a-1 路線 

（道路陥没リスク対象外） 

5-5-4-1a-1 路線 

（道路陥没リスク対象外） 
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1-0-2 路線① 1-0-2 路線② 

  

5-0-6cS 路線① 5-0-6cS 路線② 

  

5-11-4a 路線① 5-11-4a 路線② 

 

 

 

 

5-11-4a 路線③ 5-0-6cS 路線④ 

  

S168 人孔 

S244 人孔 

5-0-6cS 路線 

5-11-4a 路線 

5-0-6cS 路線 

5-11-3-1 路線 

S244 人孔 

5-11-4a 路線 

復旧跡 

懸念箇所 

S244 人孔 

復旧跡 

S244 人孔 
懸念箇所 

5-11-3-1 路線 
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5-5-10a-1 路線① 5-5-10a-1 路線② 

  

5-5-10a-1 路線③ 5-5-10a-1 路線④ 

  

 

  

5-5-10a-1 路線 

5-5-10a-1 路線 

5-5-10a-1 路線 

5-5-10a-1 路線 
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2) 道路陥没リスク箇所の巡視・点検 

・対象箇所 

 汚水管渠及び人孔の巡視・点検として、道路陥没リスクが高いとされている 5-11-4a 路線、5-11-

4b 路線及び 5-11-3-1 路線について、9 月 25 日に実施した。（下記、位置図参照） 

 

 

図 5-2 対象路線位置 

・点検結果（特記事項） 

 次項から、巡視・点検の代表地点の写真を添付し、各路線の特記事項を記す。 

 また、巡視・点検内容は、「下水道維持管理指針（実務編）2014 年版」に基づき、実施した。 

 路線全体の巡視・点検内容は、月間報告書に整理する。 
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5-11-4b 路線 S246 人孔 S246-マンホール蓋 

  

S246 人-孔内 S246-人孔内 

  

S246-下流管口 5-11-4b 路線 S245 人孔 

  

S245-マンホール蓋 S245 人-孔内 

  

S246 人孔 

S245 人孔 

5-11-4b 路線 

5-11-4a 路線 

① 

② 
③ 
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S245-①上流（5-11-4b 路線）管口 S245-②上流（5-11-4a-1 路線）管口 

  

S245-③下流（5-11-4a 路線）管口  

 

 

 

【5-11-4b 路線】 

当該路線では、S246 人孔内にわずかではあるが、地表面からの流入と考えられる砂の堆積が確

認された。S246 人孔及び S245 人孔管口から確認できる範囲では、管渠の異常は見られなかった。 

なお、今回点検時は浸入水を確認できていないものの、H29 管路調査時には②上流（5-11-4a-1 路

線）管口から浸入水が確認されている。 
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5-11-4a 路線 S244 人孔 S244-マンホール蓋 

   

S244-人孔内 S244-①上流（5-11-4a 路線）管口 

  

S244-②取付管口 S244-③上流（5-11-3-1 路線）管口 

  

S244-④下流（5-11-3b 路線）管口  

 

 

 

【5-11-4a 路線】 

S244 人孔には本線 5-11-4a 路線、5-11-3-1 路線及び南側家屋からの取付管が流入しており、比較的

多い流水量であった。S244 人孔の管口から確認できる範囲では、管渠の異常は確認されなかった。 

  

S244 人孔 

5-11-3b 路線 

5-11-4a 路線 

5-11-3-1 路

① 

② 

③ 

④ 
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5-11-3-1 路線 S255 人孔 S255-マンホール蓋 

  

S255-孔内 S255-上流管口 

  

S255-下流管口  

 

 

 

【5-11-3-1 路線】 

当該路線では、S255 人孔内にモルタルと思われる堆積物が見られた。S244 人孔の管口から確認

できる範囲では、管渠の異常は見られなかった。 

なお、H29 管路調査時には、下流側管口から浸入水が確認されていたが、今回点検時には管口補

修を行った形跡が見られた。 

 

  

S255 人孔 

5-11-3-1 路
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5.2 終末処理場 

1) 流入水量の状況 

9 月の流入水量は下図の通りである。平均値が 422ｍ3/日、最大値が 690ｍ3/日であった。 

この図より、流入水量は降水量の影響を受けていることが明らかである。 

また、過去 5か年の流入水量、降水量の実績を添付した。今月は、流入水量、降水量ともに平

均的な値となっている。 

 

 
図 5-3 須崎市終末処理場の流入水量（Ｒ2年 9月） 

 

図 5-4 須崎市終末処理場の月別流入水量推移 
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図 5-5 須崎地区月間降水量の推移（気象庁データ） 

 

 

 

2) 放流水質の状況 

目標値としての各水質は下表の通りであり、全項目において目標値を満足していた。 

また、年 2回の有害物質項目 34 項目と生活環境項目 7 項目の水質検査を行った結果が出たた

め、以下に示した。全項目において基準値を満足していた。 

 

表 5-2 放流水質試験結果 

水質項目 目標値 

 

水質試験結果 

（9 月水質試験平均値） 

備考 

pH 5.0～9.0 6.9  

BOD 15mg/ℓ以下 0.8  

SS 30 mg/ℓ以下 3.9  

大腸菌群数 3,000 個/㎤以下 0  
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表 5-3 有害物質等水質検査結果 

 

 

 

 

 

計　量　項　目 単位 計量結果 排水基準値

pH － 6.7  5.8以上8.6以下

BOD mg/L ＜0.5 160（日間平均120）

COD mg/L 7.8 160（日間平均120）

SS mg/L 4 200（日間平均150）

大腸菌群数 個/cm³ 0 日間平均3000

全窒素 mg/L 16.2 120(日間平均60)

全リン mg/L 2.82 16（日間平均8）

カドミウム及びその化合物 mg/L ＜0.003 0.03

シアン化合物 mg/L ＜0.1 1

有機リン化合物 mg/L ＜0.1 1

鉛及びその化合物 mg/L ＜0.01 0.1

六価クロム及びその化合物 mg/L ＜0.05 0.5

ヒ素及びその化合物 mg/L ＜0.01 0.1

水銀及びアルキル水銀
その他の水銀化合物

mg/L ＜0.0005 0.005

アルキル水銀化合物 mg/L 不検出 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ＜0.0005 0.003

トリクロロエチレン mg/L ＜0.01 0.1

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.01 0.1

ジクロロメタン mg/L ＜0.02 0.2

四塩化炭素 mg/L ＜0.002 0.02

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.004 0.04

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.1 1
シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.04 0.4
1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.3 3

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.006 0.06

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.002 0.02

チウラム mg/L ＜0.006 0.06

シマジン mg/L ＜0.003 0.03

チオベンカルブ mg/L ＜0.02 0.2

ベンゼン mg/L ＜0.01 0.1

セレン及びその化合物 mg/L ＜0.01 0.1

n-ヘキサン抽出物質含
有量

mg/L ＜1 鉱油5,植物油30

フェノール類 mg/L ＜0.5 5

銅 mg/L ＜0.01 3

亜鉛 mg/L 0.02 2

溶解性鉄 mg/L 0.03 10

溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ mg/L 0.02 10

クロム含有量 mg/L ＜0.1 2

ふっ素及びその化合物 mg/L ＜0.1 8

ほう素及びその化合物 mg/L ＜0.1 10

ｱﾝﾓﾆｱ､ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物､
亜硝酸化合物及び硝酸
化合物

mg/L 12.4 100

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.05 0.5
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3) 維持管理業務について 

9 月に行った点検管理の実績表を添付した。 

須崎市終末処理場においては特に大きな故障、緊急対応等は生じなかった。 

 

 

表 5-4 終末処理場の点検管理実績表 1/2（R2 年 9 月） 

 

※1：9 月の脱水ケーキ発生量は 2,543 ㎏で、大阪住友セメントへの搬出はなし 

※2：その他、脱水機点検、処理棟各機器点検等を実施（別途 9 月作業実施表参照） 

 

4) 機器の点検結果による考察 

・土壌脱臭ファン運転時に異音があり、前回修繕から 6 年以上経過しているため、更新を推

奨する。 

・NO.2 床排水ポンプはこれまで修繕、更新履歴がなく老朽化が見られ、大雨時に故障となっ

た場合に地下管廊水没の恐れがあるため、更新を推奨する。 

・NO.1・2ろ過水ポンプのグランド部から水漏れが発生している。メーカーによる点検、補修

を推奨する。 

令和 年 月
日・曜日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

■ ● ● ●

■

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

●                

・濃縮脱水試験は、月毎に1度実施する。供給汚泥濃度、脱水ケーキ含水率は、脱水時毎回実施。

・DHSろ床散水ヘッダー管分解清掃は、週2回、適宜汚れ具合で実施する。

機
械

運転管理実施表

項目

須崎市終末処理場

汚泥処理・脱水機運転

９

電
気
点
検

備
考

機
器
運
転

DHSろ床散水、清掃

濃縮脱水試験　  (月に１回、　　中
試験と重複しない)

平常試験

２

点検/グリスアップ
〇 処理棟各機器
□ №1-2最終沈殿池(ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏ)

スクリーンユニット
(スカラベ)点検

汚水スクリーン点検
し渣脱水機点検

自動分析計　  〇 ＤＨＳろ床処理水
分解洗浄　　   □ 生物膜ろ過処理

中試験

固形塩素注入器  点検、補充

水
質
分
析

機器点検

運転日報

脱水ケーキ搬出

〇 DHSろ床排風ダクト清掃
□ 生物ろ過膜槽ｱﾝｽﾗｻｲﾄ投入

電気点検

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ室ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ
非常通報装置点検

DHSヘッダー管分解清掃
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上記点検結果を踏まえ、修繕推奨機器リストを添付した。 

表 5-5 修繕推奨機器リスト（須崎市終末処理場） 

 

 

  

委託業務の名称 ２０２０年１０月５日改定 1/1

提案日 件数 緊急度 対象箇所 件　　　　　　名 完了日
令和２年５月２０日 1 Ａ 土壌脱臭ファン 分解整備

令和２年５月２０日 2 Ａ No.２床排水ポンプ 更新

令和２年５月２０日 3 Ｂ No.１、２ろ過水ポンプ 更新or運用変更

令和２年度　須崎市終末処理場運転維持管理等包括的民間委託業務　修繕推奨項目

備　　　　考

修繕番号　０２－０３　実施準備中

備　　考

緊急度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く代替機器等がないため早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、水処理・汚水処理に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 水処理・汚泥処理に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに水処理・汚泥処理に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの
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5.3 クリーンセンター横浪 

9 月 29 日に、リサイクルプラザにおける破砕機内部のベルトコンベヤー等の火災が発生した。

この火事でベルトコンベヤー機器類や屋根部分のソーラーパネル等が焼失した。現段階では、出

火原因の特定などを含め、消防などによる現場検証結果は未提示となっている。 

今後、今回の火災による破砕機室のコンクリート構造物への影響、非常時におけるごみ処理

の対応検討などについて、市より日立造船（株）に対し検討依頼があった。 

 

 

図 5-6 火災発生場所 
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図 5-7 火災発生現場写真 
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図 5-8 火災発生現場写真 
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図 5-9 火災発生現場写真 

 

1) 浸出水処理施設の放流水質の状況 

  毎月１回の水質検査結果は下表の通りであり、全項目について基準値を満足している。 

表 5-6 浸出水処理施設の放流水質の試験結果 

 

※同時に原水のカルシウム、地下水の塩化物イオン濃度も測定しているが、異常値は確認されていない。 

水質項目 基準値 水質試験結果 備考

pH 5.0～8.6 7.5

BOD 20㎎/ℓ以下 ＜0.5㎎/ℓ

COD 20㎎/ℓ以下 4㎎/ℓ

SS 30㎎/ℓ以下 <1㎎/ℓ

T-N 20㎎/ℓ以下 4.2㎎/ℓ
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2) 維持管理業務について 

9 月に行った点検管理の実績表を添付した。なお、リサイクルプラザにおける主な補修工事、

故障の情報は以下の通りである。 

・8/4 にリサイクルプラザの建屋雨漏り補修工事完了（須崎建工） 

・8/19 に磁選機が故障し運転停止。（9/4 運転再開） 

 

表 5-8 クリーンセンター横浪運転管理実績表（R2 年 9月) 

 

 

3) 浸出水処理施設の点検結果による考察 

・ろ過原水ポンプ（No.2）の漏電故障により、ろ過原水ポンプにおいて予備機の無い状態とな

っている。No.1 ポンプに故障が生じた場合、水処理がストップする可能性があるため、更新等

による早期復旧を推奨する。 

・No.1 第一調整槽水中撹拌機が漏電により運転停止状態となっている。この状態が長期にわた

る場合、処理水質に影響が出る可能性があるため、更新等による早期復旧を推奨する。 

・日報作成装置の故障により、データ収集が出来ないため、更新等による早期復旧を推奨する。 

・給水ユニットは薬品溶解に必要であり、運転不能となった場合、水処理に影響が出るが、供

令和 年 月 運転管理実施表
日・曜日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２ ９

項目

非常放流各弁開閉(遮断弁
・仕切弁・調整槽上部

固形塩素注入器 　点検、補充

凝集助剤溶解装置
ストレーナ分解清掃

第一凝集沈殿槽汚泥引抜ポンプ
手動運転(5分)

須崎市最終処分場

機
器
運
転

運転日誌

機器点検日誌

第一モニタリング井戸ポンプ　自動
運転　開始
第一モニタリング井戸ポンプ　自動
運転　停止

場内外清掃

場内外草刈

機器切替

遮水シート確認

水
質
分
析

そ
の
他

水質分析週報

水質分析月報

pH計点検

第一混和槽pH計洗浄

汚泥貯留槽水抜き
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用開始時から運用されているため更新時期であると判断される。 

・遮水シート漏水監視システム電極切替器の液晶表示部に複数のライン抜けがあり、システム

全体に不具合がある可能性があるため、メーカーによる機能診断の実施を推奨する。 

・No.2 曝気ブロワが異音により運転停止状態であり、部品交換等の整備を推奨する。 

・No.2 第二調整槽水中撹拌機は、供用開始時から整理履歴が無いと推定されるが、運転不能と

なった場合に処理水質への影響が懸念されるため、分解、整備等を推奨する。 

・脱窒槽撹拌機は、運転電流値が定格を超えており、前回整備から約 15年が経過しているため

更新等を推奨する。 

・原水ポンプは予備機が無い状態となっており、故障が生じた場合に水処理に影響が出るため、

No.1 原水ポンプの更新を推奨する。 

・No.1 凝集剤注入ポンプが異音により運転停止となっており、比較的安価な機器のため更新を

推奨する。 

・No.1、2 返送ポンプの仕切弁が損傷し、スムーズに作動出来なくなっているため、交換を推

奨する。 

上記点検結果を踏まえ、修繕推奨機器リストを作成した。 

 表 5-9 修繕推奨機器リスト（クリーンセンター横浪） 

 

  

委託業務の名称 ２０２０年１０月５日改定 1/1

提案日 件数 緊急度 対象箇所 件　　　　　　名 完了日
令和２年８月２０日 1 Ｓ No.２ろ過原水ポンプ 更新

令和２年６月２１日 2 Ｓ No.１第一調整槽水中撹拌機 分解整備or更新

令和２年５月２０日 3 Ｓ 日報作成装置 不良箇所修理（システム更新）

令和２年５月２０日 4 Ｓ 給水ユニット フレッシャー本体、ポンプ部更新

令和２年６月２１日 5 Ａ 遮水シート漏水監視システム 機能診断（機器作動状況点検）

令和２年５月２０日 6 Ａ No.２曝気ブロワ 分解整備

令和２年５月２０日 7 Ａ No.２第二調整槽水中撹拌機 分解整備or更新

令和２年５月２０日 8 Ａ 脱窒槽撹拌機 分解整備or更新

令和２年５月２０日 9 Ａ No.１原水ポンプ 更新

令和２年５月２０日 10 Ｂ No.２凝集助剤注入ポンプ 更新

令和２年５月２０日 11 Ｂ No.１・２返送ポンプ仕切弁 交換

更新予定（令和２年度設備改修工事）

令和２年度　須崎市クリーンセンター横浪運転維持管理等包括的民間委託業務　修繕推奨項目

備　　　　考

更新予定（令和２年度設備改修工事）

更新予定（令和２年度設備改修工事）

20200610遮水シート漏水監視システム不具合調査報告書参照

整備予定（令和２年度設備改修工事）

備　　考

緊急度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く代替機器等がないため早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、水処理・汚水処理に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 水処理・汚泥処理に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに水処理・汚泥処理に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの
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5.4 漁業集落排水処理施設 

1) 9 月の保守点検について 

5 地区の対象施設の内、戸島地区を除く 4 地区は 9 月 11 日、25日に維持管理を行った。 

また、戸島地区については 9月 11日に保守点検を行った。 

毎月の保守点検内容は、要求水準書に定められている項目を毎月実施し、後段に添付のチェ

ックリストにより確認を行った。 

■要求水準書の浄化槽の点検項目（毎月） 

・浄化槽の維持管理（水質管理、機械管理、配管管理） 

・浄化槽への薬剤投入 

・中継ポンプ場の維持管理 

・機器消耗品、油脂の管理 

 

主要な点検結果は以下の通りである。 

表 5-10 点検結果表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 点検日 池ノ浦 白浜 蜂ヶ尻 中の島 戸島 備考（適正値等）

9月11日 30 - - - 30

9月25日 30 30 30 30 -

9月11日 〇 〇 〇 〇 〇

9月25日 〇 〇 〇 〇 -

9月11日 5.0 - - - -

9月25日 5.8 6.7 7.2 5.0 -

9月11日 0.5 有 有 有 有

9月25日 0.5 0.5 0.5 0.5 -
消毒薬投入量

放流水
透視度（㎝）

20cm以上

ばっ気槽
溶存酸素（DO)

放流水　ｐＨ 5.8～8.3
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表 5-11 電流値の測定結果 

 

2) 修繕推奨項目 

・中ノ島地区の移行管修繕について 

10/2 に農林水産課にて、以前に本件に関する調査を行っていた日本化工担当者と協議を行

った。本協議時に日本化工より当時の調査の補足資料が提示され、推定される不具合箇所、

改修工事内容などの精度が上がったため、今後、改修工事内容の微調整を行い工事が実施さ

れる予定である。 

  

点検日 池ノ浦 白浜 蜂ヶ尻 中の島 戸島

4.0 2.1 2.3 2.6 2.3

9月11日 2.6 1.8 1.4 2.2 1.8

9月25日 2.6 1.8 1.4 2.2 -

9月11日 2.3 1.9 1.4 2.2 1.8

9月25日 2.6 1.8 1.4 2.2 -

2.2 1.5 1.3 1.7 1.3

9月11日 1.6 1.2 1.0 1.0 1.2

9月25日 1.6 1.2 1.0 1.0 -

9月11日 1.6 1.2 1.0 1.0 1.2

9月25日 1.6 1.2 1.0 1.0 -

6.4 1.6 1.6 1.7 1.6

9月11日 5.5 1.4 1.2 1.0 1.2

9月25日 5.0 1.4 1.2 1.0 -

9月11日 6.0 1.4 1.2 1.0 1.2

9月25日 6.0 1.4 1.2 1.0 -

5.8 6.8 6.8

9月11日 5.8 6.0 5.0

9月25日 5.8 6.0 -

9月11日 5.8 5.8 5.0

9月25日 5.8 5.8 -

8.4 3.0 6.0 6.0 3.0

9月11日 8.5 2.2 3.5 3.0 2.0

9月25日 8.5 2.0 3.4 2.9 -

9月11日 8.0 1.9 3.2 2.8 2.2

9月25日 8.5 2.2 3.2 2.7 -

6.0 1.6 1.8 1.8 1.6

9月11日 3.2 1.4 1.4 1.5 1.8

9月25日 3.2 1.4 1.4 1.8 -

ばっ気槽ブロアーNO１

ばっ気槽ブロアーNO２

調整ブロアー定格電流値

調整ブロアー

中継ポンプNO２

ばっ気槽ブロアー定格電流値

中継ポンプNO１

調整ポンプ　NO２

放流ポンプ定格電流値

放流ポンプNO１

放流ポンプNO２

中継ポンプ定格電流値

調整ポンプ　NO1

機器名

原水ポンプ

原水ポンプ　NO1

原水ポンプ　NO２

調整ポンプ定格電流値
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5.5 雨水ポンプ場 

1) 今月の保守点検について 

下表のとおりの日程で、各施設の維持管理を行った。 

毎月の保守点検内容は、要求水準書（または業務特記仕様書）に準じて行い、後段に添付の

チェックリストにより確認を行った。 

表 5-12 点検実施日（9 月） 

 

 

表 5-13 各ポンプ場燃料貯蔵状況（9 月） 

 

*燃料増減は、月点検時の屋外燃料タンク増減量のみの数値 

 

 

 

 

 

 

 

機場名 月点検 週点検 週点検 補機点検

大間ポンプ場 ２３日 １１日 ２８日 ４日

公共ポンプ場 ２８日 ４日 ２３日 １１日

須崎ポンプ場 １日 ８日 １６日 ２５日

西部ポンプ場 ８日 １日 ２５日 １６日

浜町ポンプ場 ４日 - - -

貯蔵容量 燃料増減

屋外タンク（㎘） 屋内タンク（ℓ） 屋外タンク（㎘） 屋内タンク（ℓ） 屋外タンク（㎘） 屋外タンク（㎘）

大間ポンプ場 10 580 9.2 580 9.0 0.2

公共ポンプ場 20 800×2 9.7 820×2 9.2 0.5

須崎ポンプ場 10 460 9.7 670 9.7 0

西部ポンプ場 5 820 3.8 520 3.6 0.2

浜町ポンプ場
（自家発電機）

390ℓ 390 390 0

機場名
９月（今月）８月
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2) 修繕推奨項目表 

9 月の点検結果から作成した修繕推奨機器リストを以下に添付する。 

 表 5-14 修繕推奨機器リスト（各雨水ポンプ場）

 

機場名 大間ポンプ場

機器名 番号 不良内容 重要度 機能 外観

原動機 ① No.3 排気温度のバランス不良有り、燃料噴射ポンプ調整必要です。 Ｃ 〇

② 排気温度のバランス不良有り、燃料噴射ポンプ調整必要です。 Ｃ 〇

③ 温度計故障あり。 Ｃ 〇

吐出弁 ④ No.3 開時、異音あり。グリス交換時期です。 Ｃ 〇

放流ゲート ⑤ 放流ゲートプルボックスに腐食、破損あり。修繕が必要です。 Ｃ 〇

冷却水ポンプ ⑥ No.1ポンプの絶縁が低下しています。No.1 0.5MΩ　No.2 100MΩ　No.3 100MΩ Ｂ 〇

床排出ポンプ ⑦ 絶縁が低下しています。　No.1 6.0MΩ　No.2 5.0MΩ Ｂ 〇

機場名　 公共ポンプ場

機器名 番号 不良内容 重要度 機能 外観

① No.3 排気温度のバランス不良。燃料噴射ポンプ調整が必要です。 Ｃ 〇

② No.2・3 温調弁固着あり。 Ｃ 〇

吐出弁 ③ 吐出井水位計故障。腐食に対応した新規水位計の設置が必要です。 Ｃ 〇

放流ゲート ④ No.1・2 放流ゲート故障、修理が必要です。 Ｃ 〇

ポンプ ⑤ No.2 電動ポンプ軸受部、錆多し。修理が必要です。 Ｂ 〇

空気槽 ⑥ No.3 空気槽ドレン抜き弁固着。修理が必要です。 Ｃ 〇

⑦ No.3 逆止弁機能不全があります。点検整備又は交換を推奨致します。 Ｂ 〇

⑧ 絶縁が低下しています。 No.3  100MΩ   No.4  100MΩ  予備100MΩ Ｂ 〇

高架揚水ポンプ ⑨ 絶縁が低下しています。 No.1  0.4MΩ  No.2  8.0MΩ Ｂ 〇

定格回転数900rpm対しクラッチ接続時700rpm以上回転数が上昇しません。

エンジン本体のタービン他及び主ポンプについて10月1日調査実施。

機場名 須崎ポンプ

機器名 番号 不良内容 重要度 機能 外観

外部設備 ① 除塵機、沈砂掻揚機共にチェーン発錆。塗装（取替）の必要があります。 Ｂ 〇

放流ゲート ② 故障　動作不良有り、修繕必要です。 Ｃ 〇

原動機 ③ No.2 温調弁　一部固着あり。 Ｃ 〇

吐出弁 ④ No.2 運転時、異音あり。グリス交換時期です。 Ｃ 〇

⑤ No.2 バルブハンドル固着しています。交換の必要があります。 Ｃ 〇

⑥ 絶縁が低下しています。　No.1 0.6MΩ  No.2 0.4MΩ  No.3 12.0MΩ Ｂ 〇

床排水ポンプ ⑦ 絶縁が低下しています。　No.1 1.0MΩ  No.2 1.5MΩ Ｂ 〇

機場名 西部ポンプ場

機器名 番号 不良内容 重要度 機能 外観

吐出弁 ① No.4 運転時、異音あり。グリス交換時期です。 Ｃ 〇

② No.1・3 温調弁固着あり。 Ｃ 〇

③ No.2  給気圧計故障あり。 Ｃ 〇

④ No.3  温度計故障あり。 Ｃ 〇

減速機 ⑤ No.2  減速機油温計故障あり。交換が必要です。 Ｂ 〇

電気関係 ⑥ 電気室一号制水扉開度指示計故障。交換が必要です。 Ｃ 〇

流入ゲート ⑦ No.2  流入ゲート開動作時に過トルク検知。整備が必要です。 Ｃ 〇

沈砂掻揚機 ⑧ 2号水中軸上下用故障ランプ点灯、砂堆積の疑いあり。 Ｃ 〇

天井水銀灯 ⑨ 2灯　点灯せず Ｃ 〇

沈砂水平搬出機 ⑩ 現場盤、電流計故障。交換が必要です。 Ｃ 〇

⑪ No.1 ポンプ揚水能力が落ちています。今後の経過を観察します。 Ｂ 〇

⑫ 絶縁が低下しています。　No.1 0.4MΩ　No.2  0.８MΩ　No.3  1.4MΩ Ｂ 〇

床排水ポンプ ⑬ 絶縁が低下しています。　No.1 1.8MΩ　No.2  2.0MΩ Ｂ 〇

機場名 浜松ポンプ場

機器名 番号 不良内容 重要度 機能 外観

⑩ A 〇

冷却水ポンプ

自家発

原動機

冷却水ポンプ

冷却水ポンプ

原動機

No.4　エンジン
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6 その他連絡事項 

 

1) 次回定例会日程 

次回定例会議 （10月度） の日程調整を実施。 


